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環境問題が身近になってきている

2時代と共に環境教育は大きく変わったのか？
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■ 私たちの身の回りに起きている生活の変化

● 廃プラスチックの処理が困難になっている折り、日本でもレジ袋有料化で容器包装の常識が変化。

● 新型コロナウイルス感染拡大によるマスク不足で、布製品のリサイクルなど資源活用が自然発生。

● 環境問題の実感よりも、それによる生活利便性の悪化から意識・行動が変化。

出典：写真AC

■ 分別 ■ グリーンカーテン ■ 節水



認証制度で拡がる北欧の環境教育プログラム

3国によって具体的な取組みに差はあるのか
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■ 経緯

● 1992年、国連環境開発会議で地球環境の保全と持続可能

な開発の方策が話し合われた。

● 会議にて環境教育の重要性が説かれ、デンマークで「エ

コスクールプログラム」が開発された。

● 2008年、日本国内で取り組みが開始された。

● 現在、59,000校、68の国・地域に拡がっている。

■ 「エコスクールプログラム」とは

■ ７つのステップ

● 環境学習のためのプログラム。

● 北欧では未就学児が主な対象。日本では小中学校が中心。

● 活動が一定の基準を満たした機関は、「グリーンフラッ

グ」認証を受ける。

出典：FEE Japan



エコスクールプログラムの事例

4日本の取組みには、各学校で設ける評価基準はあるのか？
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■ 日本（生駒市立生駒南第二小学校）

■ スウェーデン（ナッカ市立の学校、保育園から中学校までの機能をもつ）

出典：FEE Japan

● 国内では2016年時点で12校が取り組み、認証は3校。

● 全校生徒アンケートをもとに高学年のエコ委員会を中心に活動。

● 学校のごみ削減や地域の川を清掃。

● 休み時間の節水・節電。

● エコ新聞を発行して活動を地域の人に回覧。

● 同地域の生駒台小学校では、節電節水の確認やエコ絵画コンテスト

を実施。

● スウェーデンでは1,300校以上が認証を受ける。

● ISOに基づいた制度を導入。事務局がテーマや成果などを管理。

● 生徒、教師、保護者なども含めた環境委員会を設け、テーマと具体

的な目標の設定。１年の活動後に達成度を評価して事務局に報告。

● 細かな分別、コンポスト、分別されたごみの処理方法を学ぶ。

● ごみ減量で処分費用を年間60万円削減。学校が活動から教育効果以

外の実利を得て、市の予算を他の地域事業に充てることができる。
出典：内田洋行教育研究所



日本の環境教育は大きくは変わっていないのではないか

5
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SDGsという明確な目標に対して北欧の評価基準を学ぶ必要がある

取組みの方法

具体性がない 繰り返している

個々の取組みが多く

生徒以外の連携が少ない

明確な目標の

数値化が不明確

身近で取り組みやすい

範囲に留まっている

（節電、節水、清掃）
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